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と名付けており、A4 版冊子、あるいは A1 版両面折りたたみなどの形で発行している
（図 1）。 
 













トの監修役を引き受けたのが 2016 年だ。 
福島では 12 市町村の方々が、行政的に避難指示を受け、自分の故郷から離れなけれ
ばならなくなった。それ以外にも自主的に避難された方が沢山おられ、ひとつの統計
































図 2 ある農村の風景（南相馬市小高区上浦集落・ 
2017 年 6 月） 
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った。そこへある人物から相談を受け、それに応える形で地図集をつくるプロジェク
トの監修役を引き受けたのが 2016 年だ。 
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図 2 ある農村の風景（南相馬市小高区上浦集落・ 
2017 年 6 月） 
なった経験から、自身が率先して戻るという決断をし、2017 年の春、ある建築家に自
分の家のリノベーションを頼んだ。暮らしやすいように床暖房を入れ、レベル差を徹













































































































図 3 浪江町恵向仮設住宅（本宮市内・2017 年 8 月） 
ようとすれば材は接合部で壊れ、結局再利用できないし、断熱材、内外装材はゴミにな
る。しかし、芳賀沼さんのものは全部再利用可能だ。汚染されている故郷に帰るまで、




































話をうかがうと、この集落には 15 軒の家があるが、17 世紀、江戸時代の初期から 15
軒という数字は変わらない。文書で分かるという。農地の大きさや、ため池による灌漑
の仕組みが、15 軒を生かすようにできていて、それより多くなることはないし、それ

















トラスは、2016 年 9 月に芳賀沼さんからこういうことがしたいというお話を受けて、
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のか、アトラスの 01（1 号）でまとめている。 





























































































図 6 仮設住宅・復興住宅分布（『福島アトラス 02』2018 年 3 月） 





















































































































































































































































































































































































図 11 地域の鳥瞰図を描く（『福島アトラス 03』2018 年 3 月） 






































図 11 地域の鳥瞰図を描く（『福島アトラス 03』2018 年 3 月） 
図 12 集落の環境世界を描く（『福島アトラス 03』



























（2020 年 1 月 11 日、生活美学研究所本年度第 4回定例研究会における講演に基づく） 


























す。海岸沿いのある村はおよそ 3000 人いた住民が 7人を残すだけになりました。残さ
れた住民は悲しむことができないでいました。なぜなら、自分たちが何者であるかを
証明する手立てさえないからです。われわれのアイデンティティとはなんと儚く頼り
ないものでしょう。そう、自分の存在に形をあたえてくれること。これこそがデザイン
の本質（ただ格好良い物を生み出すことではなく）ではないかとおもいます。きょう紹
介された建築家や住民の活動こそそのよき見本ではないでしょうか。 
本日の発表は私自身にとってもかなり衝撃的な内容でしたが、最後に 3 点ほど指摘
しておきます。第一に、まったく別世界の話のようですが、これはわれわれの同時代
に、地続きの土地で起きている事件であるということ。第二に、この事件にどうかかわ
るかは人それぞれの仕方があるでしょう。だからといって背伸びをする必要はなく、
自身のあたえられた環境のなかで、身の丈の対応を考えるべきだろうということ。第
三に、やはり指摘しておかねばならないのは、これは自然災害ではなく人災だという
こと。人災なら人間の力でそれを予防できるはずだからです。 
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